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1. はじめに 

 近年、インフラの老朽化が進み、点検が急務とされ、

コンクリートの劣化の進行度を測るために中性化深さを

測定することが必要とされている１）。 

中性化の測定方法としては、構造物にダメージを与え

る影響が小さいドリル法が適用される場合があるが、コ

ンクリート構造物の中性化をドリル法で評価する場合に

は、骨材の存在で中性化深さを過大に評価する可能性が

ある２）。また、ブリーディングの影響により、高さ方向

の測定において、正しい評価にならない場合がある。 

本研究は、ドリル法による中性化深さ測定を想定し、

橋梁の下方からの測定では骨材寸法が測定に影響するた

め測定値の最小値を評価値とできることを確認するとと

もに、鉛直面の測定では、ブリーディングの影響をどの

程度受けるかを確認することとした、 

2.実験概要 

 図‐1に実橋梁における調査結果２）を示す。この結果

から、中性化測定における評価に骨材寸法の影響がある

ことが考えられる。 
 本研究では、骨材の最大寸法を変化させたφ100×
200mm の円柱供試体各 3 本を用い、打込み方向に対す

る底面と側面において、中性化促進試験を行い、中性化

深さのバラツキを調査し、中性化深さの評価方法を提案

することとした。 
中性化促進試験は、JIS A 1153 に準じて CO2濃度 5%、

温度 20℃、相対湿度 60%の条件下で行った。 

 使用材料を表-1、配合を表-2に示す。M5 は最大骨材

寸法が 5mm のモルタルであり、C20 は最大骨材寸法が

20mm のコンクリート、C25 は最大骨材寸法が 25mm の

コンクリートである。水セメント比はすべて 55%とした。 

3.実験結果および考察 

3.1 フレッシュコンクリートの試験結果 

 使用したモルタルおよびコンクリートの性質を表-3に

示す。最終ブリーディング率は一般的なコンクリートよ

りやや多い結果となったが、モルタルもコンクリートも

ほぼ同等の値であった。なお、ブリーディングが多いこ

とは、鉛直面の上部ほどその影響を受け、中性化に影響

を及ぼすものと考えられる。  

 

表-1 使用材料  

種類 記号 性質 

セメント C 普通ポルトランドセメント、密度 3.16g/㎤ 

細骨材 
S1 砕砂、密度 2.64g/㎤、吸水率 2.19% 

S2 石灰砕砂、密度 2.68g/㎤、吸水率 1.34% 

粗骨材 

G1 川砂利 2520 密度 2.61g/㎤、吸水率 1.52%、 

G2 砕石 2010 密度 2.69g/㎤、吸水率 0.36% 

G3 砕石 1005 密度 2.69g/㎤、吸水率 0.70% 

混和剤 
AD リグニン・オシキ系 AE減水剤  

AE AE助剤  

 

表-2 配合表 

略

号 

単位量(kg/㎥) 

W C S1 S2 G1 G2 G3 AD AE 

M5 246 447 1001 435 0 0 0 1.79 0.89 

C20 155 282 631 274 0 649 348 1.13 0.56 

C25 155 282 631 274 322 322 332 1.13 0.56 

 

図—1 中性化深さの測定結果 
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表-3 フレッシュコンクリートの試験結果 

略号 温度 

(℃) 

スランプ(cm) 

(スランプフロー) 

空気量 

(%) 

ブリーディ

ング率（％） 

M5 17 （64×61) 2.1 14.7 

C20 17 20.5 5.4 13.7 

C25 17 20.0 3.5 13.9 

 

 3.2 鉛直面における中性化深さ測定試験結果 

 鉛直面における中性化深さ測定結果を、図-1および図

-2に示す。モルタルでは測定結果が連続的となり、コン

クリートは骨材の位置により変動している。また、いず

れも上方ほど中性化深さが大きくなっている。これらの

ことより、ドリル法で壁面の中性化深さを測定する場合

は、ブリーディングの影響を考慮し、より危険な値を示

す上方で測定をすることが望まれる。 

 3.3 下面における中性化深さ測定試験結果 

下面における中性化深さ測定試験結果を図-3および図

-4に示す。コンクリート供試体では中性化深さにばらつ

きが生じ、モルタル供試体ではばらつきは極めて小さい。

したがって、ドリル法での橋梁下面に中性化深さ評価に

おいては、最小値を評価値としてよいものと考えられる。 

4.まとめ 

本研究の結果、以下のことが明らかとなった。 

(1)鉛直面のコンクリートにおける中性化深さの進行

状況において、ブリーディングの影響が大きく、鉛直

面では上部になるほど中性化が進行していると考える

必要がある。 

(2)下面から中性化深さを測定する際、モルタルの中性

化深さが大きく変動しないことを考慮し、コンクリー

トの場合は骨材寸法の影響を受けていることを想定し、

中性化深さの最小値を評価値とすることが望ましいと

考えられる。 
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図-1 M-5の鉛直面のコンクリートにおける中性化深さ測

定試験の結果 

 

 
図-2 C-25の鉛直面のコンクリートにおける中性化深さ

測定試験の結果 

 

 

図-3 M-5の下面からの中性化深さ測定試験の結果 

 

 

図-4 C-25の下面からの中性化深さ測定試験の結果 


